
(様式第一号）

虚zE。
(Ａ４）

届出霞の堤聖日

書届出

平成Ｏ○年００月０日

勺イマケァプ、ｹﾞロウ
巴ウ辰尾

発注者又,ま自主蝋;H譽b氏名(法人…ま繭…蒜及び代讓…)＿再寳猟化zk許
フリガナ

（郵便番号○○○一ｘｘｘｘ)電話番号○○○一○○○一○○○○

区一ＯＣ住

(転居予定先）（郵便番号ｏｏｏ－ｘｘ××)電話番号○○○一○○○一○○○○

京都Ｈ 星××－××－××住

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律第10条第１項の規定により､下記のとおり届け出ます。

記

1.工事の概要

①工事の名称○○住宅解体エ軍
②工事の場所東京都足立区○○一○○一○○
③工事の種類及び規模

1.1僅築物に係る解体工事用繊饒､階数２_､工事対象床面積の合計100,2

ロ建築物に係る新築又は増築の工事用途－－階数へ工事対象床面積の合計

□建築物に係る新築工事等であって新築又は増築の工事に該当しないもの

、２

用途一､階数－－－＿､請負代金万円

G騨竪i1;I淫:;嚇寶i:i裏:M霊ｆ蘂工事等議負代金一
2.元請業者(謂負契約によらないで自ら施工する場合は記載不要）

－，ロユＯ－Ｌ マルノ《DWPrダイプ1ｲダイ§酒ウ
フリガナ

①氏名(法人にあっては商号又は名称及び代表者の氏名） ）○寂H１

（郵便舌号ＯＯＯ－ｘｘｘｘ)怪塞二号ＯＯＯ－ＯｏＯ－ＯＯｏＯ

②住所案扇面都足立区○○－△△
③許可番号(登録番号）
□建設業の場合

建設業許可 □大臣ロ知事（－）号（工事業）

術者)氏名

東京都解体工事業登録

技術管理者氏名

知事○×△ｎ号

東京一郎

3.対象建設工事の元請業者から法第12条第１項の規定による説明を受けた年月日
（請負契約によらないで自ら施工する場合は記載不要）

平5丘Ｚ甲○月△日

4.分別解体等の計画等

僅蝋識鵜…… ］
●

5.工程の概要

平慮００年００月ＯＢ(工事着手予定日）

(工事完了予定日）別紙のとおしＩ
(できるだけ図面､表等を利用することとし､記駁することができないときは､｢別紙のとおり｣と記戦し､別紙を添付すること｡）

(注意）

１口欄には､該当箇所にし｣を付すこと。

２腿名押印に代えて､署名することができる。

３届出轡には､対象建設工事に係る建築物等の設計図又は現状を示す明瞭な写真を添付すること。

※



(Ａ４）別表１

建築物に係る解体工事

白llh

●

魅の込み

．①□②□③｡□④
．⑤

．①□②□③□④
｡､、＿▲

■①■②ロ⑥□④
．⑤

生）①建築設備･内装材等②屋根ふき材③

□欄には､該当箇所に｢し｣を付すこと。

￣ 分別解体等の計画等

l言日電r’ りＩ 蕊木浩の唱合１

建築物の構造
0F木造ロ鉄骨鉄筋コンクリート造□鉄筋コンクリート造

□鉄骨造□コンクリートブロック造□その他（）

'建築物に関
する調査の

結果

建築物の状況

周辺状況

築年数３０年､棟数

その他（
▲

Ｕ棟

）

周辺にある施設■□

□病院霧
□商業施設□学校

の他（）

敷地境界との最短距離約-１-ｍ
その他（侍宅蜜篁圃回）

建築物に関
する調査の
結果及び工
事着手前に
実施する措
置の内容

作業場所

搬出経路

残存物品

特定建設費材
への付着物

その他

建築物に関する調査の結果
▲

1'F栗』易1ｦＴｍ十分Ｕ/卜十分

その他（▲隣地の使円X9薯
障害物Ⅵ有（）□無

前面道

通学路糟
員約」、
□無

他（大型車交通応可

転有
(エア

□無

コン）

□有

(B無
）

有害物質有０１(○○○○）

工事着手前に実施する措置の内容

6甑b使用の承諾済､道路使用許可済

交通g圓理員の常駐
ZﾄﾝﾄﾆﾗＷで搬出

エ顛施エきてに撮出すろ

近隣対策及び諸官庁届出箔
有害物質(○○○○)除去箔

工
程
空
の
作
業
内
容
及
び
解
体
方
法

工程

①建築設備･内装材等

②屋根ふき材

③外装材･上部構造部分

④基礎･基礎ぐい

⑤その他
（）

作業内容

霧奪擬装材等の取り外し

譲遇言纂の取り外し

鱗箔騨構造部分の取り壊し
講罎苔ii;ぐいの取り壊し
望;他邑11：

り壊し

’△ 分別解体等の方法
面手作業

□手作業･機械作業の併用

0明1の場合の理由（）
▼手作業

ロ手作業･機械作業の併用

併用の場合の理由（）

機械作業の併用

岳 械作業の併用

□手作業

□手作業･機械作業の併用

工事の工程の順序

餓鐵雅澗兼誉訊葛塲召し．－

Ⅲ上の工程における①→②→③→④の１１項序
｡その他（）

鷺ＱｌｑＱ場f；ｐ塵宙_(_－－……____－－－－－－－－－_…__－－－______＿
､の工

．可群
ける木材の分別に支障となる建設資材の事前の取り外し

可
不可の場合の理由（建築物の摺擴上_取81ﾀﾄしかできないだめ

建築物に用いられた建設資材の遍の見込み ､凶 ,０廃
棄
物
発
生
見
込
量

特定建設資材廃棄物の種類ごとの
量の見込み及びその発生が見込ま
れる建築物の部分

(注）①建築設備･内装材等②屋根ふき材、

▲ 種類 量の見込み 発生が見込まれる努分(注）

好ｺﾝｸﾘｰﾄ塊
２５トン

□①
□⑤

□②□③■□④

□ｱｽﾌｧﾙﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ塊
△ ﾄン

□①□②□③
□⑤－－

□④

６F建設発生木材
no ﾄﾝＩぶり□⑤

1Ｆ、ロﾛ③□④

卜装材･上部榊造部分④基礎･基礎ぐい⑤その他

備考



(Ａ４）別表１

建築物に係る解体工事

白11件 弓Ｔｌ仕

ニ

ー

゛入み

■⑪Ｌ③」④

．①□②□③□④
ユ⑤

ﾛﾛ①□②□③□④
．⑤

生）の建築設備･内装材等② 隊③ Z､基礎･基礎ぐい⑤そ@季↑【

□欄には､該当箇所に｢し｣を付すこと。

分別解体等の計画等

Ｉ言Tl載仰Ｉ裟鉄筋コンクリート浩の場合

建築物の構造
□木造□鉄骨鉄筋コンクリート造q■鉄筋コンクリート造

□鉄骨造□コンクリートブロック造□その他（）

建築物に関
する調査の
結果

建築物の状況

周辺状況

築年数３０．年､棟数-１棟

その他（
￣

）

周辺にある施設□住宅ｑロ商業施設□学校

□病院□その他（）

敷地境界との最短距離 約 Ｉ 【、

その他（○○駅前）

建築物に関
する調査の
結果及び工
事着手前に
実施する措
置の内容

作業場所

搬出経路

残存物品

特定建設資材
への付着物

その他

建築物に関する調査の結果
▲

作業場所□十分旧不十分

その他（隣地の億円凶f悪
障害物□有（）ｑﾛ無

前面道

通学路噸
員約-４、
□無

他（大型車交適､弓可

”有
(業務
□無

▲

用エアコン）

ザ有
(噸付け石綿
□無

）

無し

工事着手前に実施する措置の内容

隣脚b使用の承諾済､道路使用許可済

交通整理員の常駐
Zﾄﾝﾄ目ﾗｯﾜで搬出

適正処理の実施
エ事施工琴で仁搬出する

適正処
近隣対 庁届出済

工
程
と）
」
の
作
業
内
容
及
び
解
体
方
法

工程

①建築設備･内装材等

②屋根ふき材

③外装材･上部構造部分

④基礎･基礎ぐい

⑤その他
（）

一
一
一 業内容

讓雪』轆装材等の取り外し

言警をi5i農
の取り外し

携箔擬構造部分の取り壊し
霧.琶震Ｍ取り壊し
自!:1Nろif

り壊し

△ 分別解体等の方法
■手作業

□手作業･機械作業の併用

併用の場合の理由（）

□手作業

□手作業･機械作業の併用

併用の場合の理由（）

ろ 械作業の併用

8P鱸･機械作業の併用

□手作業

□手作業･機械作業の併用

工事の工程の順序

…鹸鯏E禾嚇蒼菫禰濡一
誰

の工程における①→②→③→④の１１頂序

の他(上の工程に命ける①-）③→④C》順序
鷺QH1lUp場合の璽宙_(｣屋根ふき枕が無

欝課等木材の分;'１に支障とな
不可の場合の理由（

'し晦鉱一）
る建設資材の事

）
建築物に用いられた建設資材の量の見込み ﾛ ００ ､ン廃

棄
物
発
生
見
込
量

特定建設資材廃棄物の種類ごとの
量の見込み及びその発生が見込ま

れる建築物の部分

￣ 種類
げ。ンｸﾘｰﾄ塊

□ｱｽﾌｧﾙﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ塊
￣

ﾛﾛ建設発生木材

量の見込み

950トン

ﾄン

8０ ﾄﾝ’

発生が見込ま虹る部分(注）

□①
□⑤

□②■⑬9回④

□①
□⑤

□②□③□④

ぶり
□⑤

□②□③□④

(注）①建築設備･内装材等②屋根ふき材③外装材･上部構造部分④基礎･基礎ぐい⑤その他

備考



(様式第一号）

…
(Ａ４）

属出雲の堤聖日

書届出

平成○○年○０月○日
足立区長

ﾌﾘｶﾞﾅ

発注者又は自主施工者の氏名(法人にあっては商号又は名称及び代表者の氏名）

（郵屡番号○○○一ｘｘｘｘ)電B舌番号○

Ｏ×住宅諏露

東京都足●●●●●●住

(転居予定先）（郵腰番号○○○一ｘｘｘｘ)電括番号Ｏ○○一○○○一○○○○

京都月 こ××－××－××住所

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律第10条第１項の規定により､下記のとおり届け出ます。

記

1.工事の概要

○○マンションヨＮｉ簗エ事①工事の名称

東京都屋行属△△－△△②工事の場所

③工事の種類及び規模

□建築物に係る解体工事用途、階数一一､工事対象床面積の合計ｍ２

鵬築物に係る新築又は増築の工事用途共国住宅階数m工事対象床面積の合計,.,００，２
□建築物に係る新築工事等であって新築又は増築の工事に該当しないもの

用途一､階数－－－－､請負代金万円

ＧＩ壽寶i::蝋:;Inii1護岸鶴;芒再築工事篝請負代金一互巴
2.元請業者(請負契約によらないで自ら施工する場合は記載不要）

フリガナマルノ的ケンセツ71ｲ軒麺ウ
ロブAH:ﾎﾞｵ(法人にあっては商号又は名称及び代表者の氏名)(株)○×建設解体次郎
(郵便番号○○○一ｘｘｘｘ)電話番号○○○一○○○一○○○○

②住所

Ri露勤騨罰
建設業許可東京都_□大層■dLn事臘-zo)｡×△□号
主任技術者(監理技術者)氏名東京一郎
ロ解体工事業の場合

解体工事業登濁上知事号

(建築工事業）

技術管理者氏名

3.対象建設工事の元請業者から法第12条第１項の規定による説明を受けた年月日

（請負契約によらないで自ら施工する場合は記載不要）

平成22年○月○日

4.分別解体等の計画等

(鑿鰯菫議iir蔓曇謹…… ］
5.工程の概要

（工事着手予定日）平成００年００月ＯＢ

ＢＩ紙のと市0１（工事完了予定日)平成○0年00月ＯＢ
(できるだけ図面､表等を利用することとし､配職することができないときは､「別紙のとおり｣と記戦し､別紙を添付すること｡）

(注意）

１□欄には､該当箇所に｢し｣を付すこと。

２記名押印に代えて､署名することができる。

３届出書には､対象建設工事に係る建築物等の設計図又は現状を示す明瞭な写真を添付すること。

※

マルパツジュウ勺ワシシ千6

(株)○×住宅麺譲撚
○○一○○○－０○○○

代
表
者
印

、
郡



(Ａ４）別表２

片11雌依等の計旺

■⑪」②■Ｏ
ロ

⑥

鵠鵬□③日④

生）①造成等②基礎③ ⑥そり

□欄には､該当箇所に｢し｣を付すこと。

▲ 分別解体等の計画等
建築物に係る新築工事等(新築･増築･修繕･模様替）

I記載例凝新築の場合１

使用する特定建設
資材の種類 驍

クリートqZコンクリー

ファルト･コンクリート瀦霧
から成る建設資材

建築物に関
する調査の
結果

建築物の状況

周辺状況

築年数一年､棟数

その他（ ＿●

棟

▲
）

周辺にある施設Ⅵ

□病院龍
□商業施設１口学校

の他（幼稚園）

敷地境界との最短距離約Ｚ、

その他（幹線道路(国道)沿い､交適量多い）

建築物に関
する調査の
結果及び工
事着手前に
実施する措
置の内容

作業場所

搬出経路

特定建設資材への

付着物(修繕･模様
巷工事のみ）

その他

建築物に関する調査の結果
－

作業場所

その他（

□R-分

￣

□不

）

十分

厚置r物■月（刃EB彊輯」蕪

前面道路の幅員約ｌＺｍ

通学路 切片 □無

その他（大型車交通可能

□有

（

□無

）

無し

工事着手前に実施する措置の内容

道路使用許可を取得

よL江
常駐

事用道路の確保

工
程
ご
と
の
作
業
内
容

工程

①造成等

②基礎･基礎ぐい

③上部構造部分･外装

④屋根

⑤建築設備･内装等

⑥その他
（ＩＦ鯛

▲ 作業内容

造成等の工事ロP有 □無

▲

基礎･基礎ぐいの工事１日有□無
△

上部構造部分･外装の工事ｑ■有□無
▲

屋根の工事⑰有□無
▲

建築設備･内装等の
▲

工事q■有□無

その他の工事q■有□無

廃
棄
物
発
生
見
込
量

特定建設資材廃棄物の種類ごとの
量の見込み並びに特定建設資材
が使用される建築物の部分及び特
定建設資材廃棄物の発生が見込
まれる建築物の部分

(注）①造成等②基礎③上部構造部分･外警

￣

種類 量の見込み
使用する部分又は発生が見

込占走れる部分L注）

■旧ンｸﾘｰﾄ塊
￣ ZＯトン 豊君急

、Ｃ)、④

■ｱｽﾌｧﾙﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ塊
￣ ２トン 豊粥

□③ □④
▲

U豚重設発生木材
１０トン 謁鵲

□③Qの④

④屋根⑤建築設備･内装等⑥その他

備考



(様式第一号）

…
(Ａ４）

書届出

平成００年００月０日足立区長

□
フリガナ

発注者又は自主施工者の氏名(法人にあっては商号又は名称及び代表者の氏名） ○×打又(株）餡置太白Ｉ

（郵懐否号ＯＯＯ－ｘｘｘｘ)冠匿晋号ＯＯＯ－ＯＯＯ－ＯＯＯＯ

住所繭烹都足立区○○一○○一○○
(転居予定先）（郵便番号一）電話番号一一

住所

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律第10条第１項の規定により､下記のとおり届け出ます。

記

1．工事の概要

７iｽ管劇ｌ農工亭①工事の名称

月面京都足立区△△－△△②工事の場所

③工事の種類及び規模

□建築物に係る解体工事用途一

□建築物に係る新築又は増築の工事用途

､階数．､工事対象床面積の合計 、２

､工事対象床面積の合計一、２､階数

□建築物に係る新築工事等であって新築又は増築の工事に該当しないもの

用途一､階数一一一､請負代金万円

織:蝋罰騨雫灘雪……-,,皿
2.元繭業者(錆負契約によらないで自ら施工する場合は記栽不要）

機乳法人にあってば商号又は名称及び代表者の氏名）（株徹銚繍繍
フリガナ

(郵便番号０００）電話番号一ｏｅｏｏｏｏｘｘｘｘ

②住

瀧鰯騨号）
号(土左エ事業）建設業許可国士交適回大臣□知率（ＺＵ

主任技術者(監理技術者)氏名東京一甑
ロ解体工事業の場合

解体工事業登録知事号

技術管理者氏名

3.対象建設工事の元舗業者から法第12条第１項の規定による説明を受けた年月日

（舗負契約によらないで自ら施工する場合は記載不要）

平成２２年○月△日

4.分別解体等の計画等

偉鱗議蝋……。 ］
5.工程の概要

（工事着手予定日）寧慮００年００月ＯＢ

INI紙のと市０１（工事完了予定日）平成CO年CO目ＯＢ
(できるだけ図面､表等を利用することとし､記戦することができないときは､｢別紙のとおり｣と妃戟し.別紙を添付すること｡）

(注意）

１□欄には､該当箇所に｢し｣を付すこと。

２配名押印に代えて､署名することができる。

３届出番には､対象逮股工事に係る建築物等の設計図又は現状を示す明瞭な写真を添付すること。

※

、、

届出室の程出目



(Ａ４）別表３

＝罰Z卸
分別解体等の計画等

棄
物
発
生
八

崖）①仮設②＋工③基礎④本体栂造⑤本体付属品⑥

□欄には､該当箇所に｢し｣を付すこと。

建築物以外のものに係る解体工事又は新築工事等(土木工事等）
記載 UＩ

工作物の櫛造

(解体工事のみ）
□鉄筋コンクリート造□その他（）
▲

工事の種類 iｦT染｣-畢一Ｌｌ

電気□水道雷ii努髪
精上事Ｕ解泙_L事

□下水道□鉄道□電話

その他（ ）

使用する特定建設資材の種類
(新築･維持･修繕工事のみ） 窪

クリート□コンクリート及び鉄から成る建設費材
ファルト･コンクリート□木材

工作物に関
する調査の
結果

工作物の状況

周辺状況

築年数、年

その他（
▲＿▲

）

周辺にある施設、ﾛ住宅□商業施設vZ学校

□病院□その他（）

敷地境界との最短距離約３、

その他（幹線道路(県道)上でのエ事､交通量多冊Ｉ

工作物に関
する調査の
結果及び工
事着手前に
実施する措
置の内容

作業場所

搬出経路

特定建股資材への付埼

物(解体･維持･修繕工事
のみ）

その他

工作物に関する調査の結果
￣

作業場所、一分□不十分
その他(現逆上に説ける工事

_▲

障害物□有（）ロﾛ無
前面道
通学路RiS摩

員約－１２ｍ
□

その他(規遁LCD程勧壷時鐘し

□有
（）
□無

無し

工事着手前に実施する措置の内容

道路占用許可済､道路使用許可済

交通g懸里鳧の常駐

沿道住民にエ事の内容を
広報､周知する。

工
程
ご
と
の
作
業
内
容
及
び
解
体
方
法

工程

①仮設

②土工

③基礎

④本体構造

⑤本体付属品

⑥その他（
）

作業内容

仮設工事 守有 □無

±工事 口有
一

□無

基礎工事ロ｢有□無
▲

本体構造の工事ロワ有 □無

▲

本体付属品の工事 □有
△

1■無
1.アノ

その他の工事□有０U無

分別解体等の方法
(解体工事のみ）

□手作業

ロ手作業･機械作業の併用

□手作業

□手作業･機械作業の併用

□手作業

□手作業･機械作業の併用

□手作業

□手作業･機械作業の併用

□手作業
□手作業･機械作業の併用

□手作業

□手作業･機械作業の併用

工事の工程のl頂序

(解体工事のみ）
□上の工程における⑤→④→③の順序
□その他（）
その他の場合の理由（）

工作物に用いられた建設資材の量

の見込み(解体工事のみ） ﾄン廃
棄
物
発
生
見
込
量

特定建設費材廃棄物の種類ごとの量の

見込み(全工事)並びに特定建設資材
が使用される工作物の部分(新築･維
持･修繕工事のみ)及び特定建設資材
廃棄物の発生が見込まれる工作物の部
分(維持･修繕･解体工事のみ）

▲

種類

■炉ンｸﾘｰﾄ塊

UUｱｽﾌｧﾙﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ塊

□建設発生木材

量の見込み

１０トン

Ｚ３０トン

ﾄン

使用する部分又は発生が見
１入生2h`ろ郭令(沖）

□①口⑫
□⑤□⑥

□③□④

□①口②
□⑤□⑥

□③□④

□①□②□③□④
□⑤□⑥

(注）①仮設②土工③基礎④本体榊造⑤本体付属品⑥その他

備考


